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馬
内
侍
集
伝
本
考

一

註
1

註
2

馬

内

侍
及
び

馬
内

侍
集

に

つ
い

て
は
、

松
井

秀
氏

、
本

位

田
重
美

氏

、

註
3

註
4

鈴

木

一
雄

氏

、
竹
鼻

績
氏

等

の
先
覚

諸
氏

に
よ

る
業

績

が
あ

る
。

し
か

し

そ
の
殆

ど
が

伝
記

に
関
す

る
御

考
察

で
あ

り

、
伝
本

の
系

統

に

つ
い

て
は
、

本
位

田
氏

の

「
馬
内

侍
集
覚

書

」

の
中

に
、
流

布
本

と
続

群

書
類
従

本

に

つ
い

て
触

れ

て
お
ら

れ

る

の
み

で
あ

る
。

本
稿

で

は
、

馬
内

侍
集
諸

伝
本

間

に
お

け

る
系

譜
的

関
係

に

つ
い

て
述

べ
て
み
た

い
と

思
う

。

二

 

現
存
馬

内

侍
集

の
伝
本

は
、

『
私

家
集

伝
本

書

目
』

に

よ
る
限

り
で

は

次

の
八
本
で

あ

る
。

今
井
似
閑
本

(契
沖
自
筆
)

今
井
似
閑
本

写
字
台
文
庫
本

本
居
文
庫
本

続
群
書
類
従
本

(
三
手
文
庫
蔵
)

(山
口
県
立
図
書
館
蔵
)

(竜
谷
大
学
蔵
)

(東
京
大
学
研
究
室
蔵
)

へ国
立
国
会
図
書
館
蔵
)

福

井

迫

子

F

水
野
家
旧
蔵
本

G

御
所
本

H

群
書
類
従
本

(版
本
)

(
書
陵

部

蔵

)

(書

陵

部

蔵

)

こ
の
う
ち

、
水

野
家

旧
蔵
本

は

五
十

五
首

の
み
で

、

し

か

も
詞

書

を
欠

く

抄

出
本

の
零
本

で
あ

る
た
め

、
抄

出
本

系

の

一
本

と

し

て
考

え

る

べ
き

も

の
で

あ
り

、
他

は
完

本
系

に
属
す

る

が

、
資
料

と

し

て
は
非

常

に
局

限

さ

れ

て

い
る
。
調

査

に
際
し

て
原
本

に
触

れ
た

の
は
、
契

沖

自
筆

三
手

文

庫

本
、
写
字
台

文

庫
本

、
群
書

類

従
本

の
三
本

で
あ

り

、
他

の

五
本

に

つ
い

て

は
影

写
本

を

用

い
た
。
先

ず

各
本

の
概
略

を
簡

単

に
紹

介

し

よ

う
。

A

今

井
似

閑
本

(契

沖
自

筆

、

三
手
文

庫

蔵

)

馬
内

侍
集

.
相

模
集

.
康

資

王
母

集

・
殼
富

門

院
大

輔

集

・
後

堀

河
院

民
部
卿
典
侍
集
の
合
綴
。
篇
×
聖

の
列
帖
装
。
表
紙
は
花
菱
亀
甲
地
に

一

大

型
花

模
様

(緑
青

朱

の
織

出

し

)
の
椴

子
。

本
文

の
用

紙

は
鳥

の
子

紙
。
9

題
策

は
表
紙

に
無

く

、
扉
中

央

よ
り

や

、
右

下

に
貼

附

、
青

・
肌
色

の
雲

一



形

模
様

に
金

切
箔

の
跡

が
あ

り
、
前

記
合

綴

五
集
名

を

三
行

に
記

す

、

本

文

と
同
筆

で
確

か

に
契
沖

の
手
で

あ

る
。

墨
付

二
十

三
枚

。
本

文

一
面

↑

二
行
、
歌

は

一
行

に
書
き

、
詞

書

は
歌

よ
り

三
字

下
り

、

一
行

に
二
十

手

か

ら

二
十

五
字
程
度

。
集

付

及
び
書

入

が
あ

る
。

本
文
末

に
同
筆

で

「
刷

本

云

馬

内
侍

伝

大
和

権
守

時
明
女

一
条
院

皇
后

宮
之

女
房
自

拾

遺

土

新

千
載

入
十

一
代

集
」

と
記

し
た
紙

片
貼

附

。
合
綴

他

四
集

の
終

り
最

以

の
頁

に

「
右

契
沖
師

自
筆

也

」
と
別

筆
で

記

す
。

歌
数

二
百

九
首

。
本

く

第

一
頁

上
段

よ
り

、
長

方
型

「賀

茂

三
手

文

庫
」

・
瓢
箪
型

「
上
賀
茂

甲

納

」

・
角
型

「
今

井
似
閑

」
印

を
捺

印

。
書

写
年

代
近
世

初
期

。

B

今

井

似
閑

本

(
山

口
県
立
図

書
館

蔵

)

契

沖
本

と

同
じ
く

五
集

合
綴

。
器

×
鳳

㎝
の
袋
綴

。
渋

紙
無

地

の
表

紙

に
合
綴

五
集

名
を

記
し

た

留

×
脇

㎝
の
題
=簸

を
貼

附
、

そ

の
右

に
題
簸

に

懸

け

て
明
倫

館
整

理
番

号

「
辰
九
拾

弐

」
を

記
す

。
墨
付

二
十

二
枚

。

一

面

十

二
行

、
歌

一
行
書

、
詞
書

は

四
字

下
げ

て
十

九
字

か
ら

二
十

五
字

程

度

。
集

付

・
補
入

・
み

せ
消

ち
等
が

あ

り
、

本
文

末

に
契

沖
本

と

同
文

の

馬

内

侍
略
伝

が
あ

る

。
歌

数

二
百

九
首

。
冒

頭

に

「
明

倫
館
印

」
捺

印

○

書

写
年

代

近
世

中
期

。
今

井
似

閑
筆

。

C

写
字

台
文

庫
本

(竜

谷
大

学
蔵

)

四
十

人
集

中

の

一
巻

。

獅

×
20

㎝
の
袋
綴

。
表

紙

は
白

・
渋

色

の
右

上

り
雲

形
模

様

の
紙
表

紙
で

左

肩

に

「
馬
内

侍
集

」
と

う
ち

つ
け
書
。

遊
び

紙

一
枚

、

墨

付

二
十
七

枚
。

一
面

十
行

、
歌

一
行
書

、
詞

書

は

二
字

下

り

十

六
字

か

ら

二
十

三
字

程
度

。
集
付

及
び

校
合
口
書
入

が
あ

る
。

奥
書

な
し

。

朱

点

は
小

沢
盧

庵
と
推

定

さ
れ

て

い
る
。
歌

数

二
百
九

(但

し
補

入
さ

れ

た
削

番
を
含

む

)
。

見
返

し
右

下

に

「
写
字
台

文
庫

」

印
。

近
世

末
期

の

書
写

。
D

本

居
文

庫

本

(東

京
大

学

国
文

学
研

究
室

蔵

)

小

馬
命

婦

・
馬
内

侍
集

合
綴

一
巻
。

袋

綴
。
表

紙

左

肩
に

「
小

馬

命
婦

馬
内

侍

集

」

の
題
簸

が
あ

る
。
墨

付

二
十

七
枚

。

一
面

十
行

。
歌

一
行

書

。
詞

書

は

三
字

な

い
し

四
字
下

り
十

五
字

か
ら

二
十

二
字

程
度

。
集

付

見

せ
消
ち

・
校

合

に
よ

る
書
入

等
が

あ

る
。
本

文

の
は

じ
め
内

題

の
下

に

「
大

和
権

守
時

明
女

一
条
院

皇

后
女

房
」

の
割
書

が
あ

り
、

そ

の
下

に
同

筆
で

「
朱

書
成
章

本

」
と

記
す

。
奥
書

な

し
。
歌

数

二
百

九
首

(
但
し

塀

番

の
補
入

歌
を

含
む

)
。
書

写

年
代

近
世
末

期

。

E

続

群
書

類
従

本

(国
立

国
会

図
書

館
蔵

)

源
重
之

女
集

・
殼

福
門

院
大

輔
集

・
民
部

卿
典

侍
集

・
権

大
納

言

興
侍

集

と

の
合

綴

。
蹴

×
18

㎝
の
袋

綴

。
表

紙

に
五
集
名

の
う
ち

つ
け
書
。

一

面
十

二
行
、
和

歌

一
行
書

、

詞
書

は
歌

よ
り

二
字
下

り
十
九

字

か
ら

二
十

三
字

程
度

。
集

付

及
び
書

き
入

れ

が
あ

る
。
墨

付

二
十

一
枚

。
奥

書
な

し
。

聯
番

歌

か
ら

拠
番
歌

に
至

る
十

首

を
欠

く

(
一
丁
落

)
た
め
歌

数

は

二
百

一
首
で

あ

る

(刊
本
で

は
他
本
で

補

っ
て

い
る

)
。
扉

に

「東

京

図
書
館
」

印

、
本

文

第

一
頁

右

下

に

「
温
故

堂

文
庫

」
印

。

近
世
末

期

の
書

写
。

F

水

野

家

旧

蔵

本

(
書

陵

部

蔵

)

巻

子

本

。

5

6

7

8

9

11

12

14

15

16

17

18

19

20

21

23

26

27

28
30

詔

34

お

36

鈴

如

41

42

43

q

47

48

51

紹

55

56

57

弱

61

62

65

66

67

銘

69

70

71

η

B

74

75

78

79

80

幽

番

の

歌

の
み

を

写

書

し

た

も

の

で

詞

書

は

な

い

。

歌

数

五
十

五

一40一



首

。
字

体
か

ら
推
定

し

て
、

平
安

末
期
若

し

く
は
鎌

倉
極

初
期

を
下

限
と

す

る
書

写

年
次

の
巻

子
本

を
親

本

と
し

て
、

近
世
中

期

に
そ

れ
を
忠

実

に

透

写
し
た

も

の
で
あ

る
。

書

き
出

し
右

上

に

「
宮
内

庁

図
書
印

」
が

あ

る
。

G

御

所
本

(書
陵

部

蔵

)

　×
　

伽
の
胡
蝶

装
本

。
表

紙

は
藍
色

地

に
七
宝

草
花

唐
草

模
様

の
椴

'

子
、
左

上

に
紅
色

の
題

簸

に

「
馬
内

侍
集

」

と
外

題
。
本

文

用
紙

は
布

目

鳥

の
子
紙

に
網

目
、
鳳

恩
唐

草
、
雷

文

、
水
藻

、
桐

花
散

、
菊

花
文
等

を

雲
母

でて
捺

し

た
変

り

模
様
紙

。

一
面
卜

行
、

歌

一
行
書

、

詞
書

三
字
下

り

二
十

三
字

前
後

。
本

文

に
は
集
付

、
校

異
等

の
書

入
が

あ

る
。

(
以
上

図

書
寮

典
籍

解

題

に
よ
る

)
奥

書

な
し

。
歌
数

二
百

五
首

(
但
し
鵬
番

連
歌

が

鵬
番

詞
書

の
中

に
混
入

し

て
書
写

さ

れ

て
い

る
が
、

一
首

に
数

え
る

)。

本

文

は

じ
め

に

「
図
書

寮
印

」
が

あ

る
。

近
世
初

期

の
書
写

。

H

群
書

類
従

本

(
版
本

)

巻

第

二
百
七

十

二
の
中

に
小

町
集

、

檜
垣
幅

集

、
本
院

侍
従
集

、
小

馬

命
婦

集

と
共

に
納

め

ら
れ

て

い
る
。
23

×

毘

㎝
の
袋

綴

。
集
付

な
し

。
校

合
書

入

の
形
跡

が
あ

る
○
文

末

に

「
右

馬
内

侍
集

以
村
井

敬
義

本
校

合
」

と
あ

る
。
歌

数

二
百

三
首

。

※
歌

の
番
号

は
続
群
書
類
従
本

の
刊
本

に
通
し
番
号
を
付

し
た
も
の
で

あ
る
。

但
し
、
連
歌
は
上
下
を
も

っ
て

一
首
と
す
る
。
歌
数
も
同
様

に
数

え
た
。

※
以
ト

に
於

て
は
、
う二
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
本
を

「契
沖
本

」
と
、
山

口
県
立

図
書

館
蔵
今
井
似
閑
本
を

「似
閑
本
」
と
略
称
す

る
。

三

 

こ
れ
ら

の
諸
本

の
中

、
抄

出
本

た

る
水
野

家

旧
蔵
本

に

つ
い

て
は

一
先

ず
措
き

、
完

本

に

つ
い

て
言
え
ば

、
契

沖
本

と
御

所
本

と

は
江
戸
初

期

の

書
写
で

あ

る
が

、
他

は
す

べ
て
中
期

以
後

の
も

の
で

書

写
年

代
も

接
近

し

て
お
り
、

す

べ

て
歌

順
が

同

一
でて
あ

る

こ
と
か

ら
、
互

に
近

い
関

係

に
あ

る

でて
あ

ろ
う

こ
と
が

予
想

さ

れ
る
。

そ
れ
で

は

各
写

本
間

の
親
疎

を

み
る

に
あ
た

っ
て
、
ま

ず
共

通
異
文

の
整

理
結

果
及

び
各

二
本

間

の
異
文

数
を

報
告

し

て
お

き
た

い
。

左
の
表
は
完
本
系
諸
本
が
共
通
に
有
し
て
い
る
歌
及
び
詞
書
に
つ
い
て
の
異
文

を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
名
は
、
契
沖
本

・
似
閑
本

・
写
字
台
文
庫
本

・
本
居
文
庫
本

・
続
群
書
類
従
本

御
所
本

・
群
書
類
従
本
の
ゴ
ジ

ッ
ク
体
の
文
字
の
部
分
で
表
し
た
。

表

1

独
自
異

文

契

1

似

9

写

25

本

50

続

95

御

39

群

63

一41一



表
2

二
本
共
通
異
文

写

本

60

本

続

2

御

群

27

契

御

1

契

似

7

似

御

1

続

群

3

本

御

1

似

群

2

契

続

1

一42一

 

表
3

三
本
共
通
異
文

契

似

御

16

本

御

群

2

写

御

群

1

写

本

群

10

契

似

写

1

似

御

群

1

写

本

続

9

契

似

群

1

続

御

群

1

契

似

続

9

似

写

本

1

契

続

御

1

写

本

御

5

契

本

御

1

表
4

四
本
共
通
異
文

契

似

続

御

12

契

似

写
本

2

写

本

続

群

10

契

続

御

群

2

契
似

御

群

7

写
本

御

群

2

契

似

続

群

3

契

写

本

続

1

契

似

写

続

3

表
5

五
本
共
通
異
文

契
似
続
御
群

50

契
似
写
本
御

2

契
写
本
続
群

1

契
似
写
本
続

25

契
写
本
続
御

1

契
写
本
御
群

1

契
似
写
御
群

3

契
似
写
続
御

1

似
写
本
続
群

1

写
本
続
御
群

3

契
似
写
本
群

2

契
似
本
御
群

1

契
写
本
続
御

1



表
6

六
本
共
通
異
文

契
似
写
本
御
群

契
似
本
続
御
群

契
似
写
本
続
御

契
写
本
続
御
群

契

似

77ナ
続
御

群

似
写
本
続
御
群

契
似
写
本
続
群

表
7

二
本
間
の
異
文
表

こ
の
共

通
異
文

数
か

ら
、

お

ゝ
よ

そ

の
各

本

の
親

疎

は
窺

え

る
が

、
以

下

に
於

て
も

う
少

し
詳

し

く
考
察

を
試

み

る

こ
と

に
し

た

い
。

(以

下
共

通

異

文
数

及
び

各

二
本

間

の
異

文
数

に
関
し

て
は

こ

の
表

を
参

考

に
さ

れ
た

い

)契

沖

本

と
似
閑

本

は
従
来

親
子

関
係

に
あ

る
と

言
わ

れ

て

い
る

。

こ
れ

を

確

認
す

る
た

め

に
両

者

を
比
較

し

て
考

察
し

よ

う
。

は

じ
め

に
形

態
上

か

ら
見

る

と
次

の
如

く
でて
あ

る
。

○
馬

内

侍
集

外

四
集

と

の
合
綴

でて
あ

る

こ
と
が

一
致

し

て
い
る
。

○
歌

数

が

一
致

し

て
い
る
。

○
文
末

に
記

さ

れ
た
馬

内
侍

の
略

伝

が
同

一
で
あ

る
。

〇

一
面

の
行
数

、
字
数

も
原

則
的

に
は

一
致
し

て

い
る
。

こ
う
し

た
点

か

ら
見

て
も
す
で

に
両
者

の
親

子

関

係

は
、

ほ

ゞ
予

想
が

つ

く

の
で

あ

る
が

、
試

み

に
家

集

の
1
番

か

ら

50

番

ま
で

の
詞

書

・
歌

の
第

一
句

の
字

体

を
調

べ
て
み

る
と

、
次

の
表

に
示

す
如

く
字

体

の
近
似

性

を

も
確

認
す

る

こ
と
が
で

き

る
。

1

～

50

の
詞

書

(
一
首

詞

書

な

し

)

全

く
同
字

体

一
字

異

る
も

の

二
字

異

る
も

の

三
字

以

上
異

る
も

の

更

に
家
集

全
体

を

通
し

て
み

る
と

歌
や

詞
書

の
字

体

が
両
者

全

く

一
致

し

て
い
る

例
も

少
く

な

い
。
次

に
異
文

数

か
ら

見

れ
ば

、
両
者

の
異
文

数

は

一43「



僅

か

に
十
六

に
過

ぎ
ず

(表

7
参

照

)
、
独

自

異
文

も
契

沖
本

一
、
似

閑

本

九

(表

1
参

照

)
と
非

常

に
少
く

、
殆

ど
同

一
に
近

い
本
文
で

あ

る

こ

と

が
分

か
る
。

そ

こ
で

異
文

に

つ
い
て
、
似

閑
本

の
誤
写

を
み

る

と
、

そ

の
異
文

十

六
個

所

の
う
ち

九
個

所
ま
で

が

明
ら

か

に
契

沖

の
文
字

そ
の
も

の

ゝ
書

き
癖

に
よ
る
曖

昧

さ

に
起

因

す

る
も

の
で

あ

り
、

他
は

目
移

り
、

錯
覚

等

に
因

る

誤
読

の
よ

う
で

あ

る
。
兎

も
角

も

こ
れ
ら

の
異
文

を
生

じ

た

個
所

に

お

い
て
、

誤
写

の
原
因

と

な
り

う

る
何
ら

か

の
要
素

が
、
契

沖

本

の
方

に
も

あ

っ
た

ア
と
は
確
か
で

あ

る
。
又

、
似
閑

本

に
は
十

九

個
所

も

の
み

せ
消

ち
が

あ

る
が

そ
れ

ら
は
契

沖
本

の
文
字

を
忠
実

に
写
し
と

る

た

め

に
自

ら

の
筆

の
誤

り

を
正

し
た

も

の
と
、
親

本

の
ま

ゝ
に
写

し
と

っ

た

と

こ
ろ

の
曖

昧

な
文

字

を
後

に
正

し
た

た
め

に
付

け
ら

れ
た
も

の
と
で

あ

る
。

こ
う

し
た
点

か

ら
も

、
か

な

り
忠
実

に
書

き

写
そ

う
と
努

め
た
書

写
者

の
態
度

を
窺

う

こ
と
が
で

き

る

。

契

沖
本

に
は
若
干

の
語

彙
的

に
通
じ

か

ね
る

個
所
が

あ

る
。
例

え
ば

、

31

と

し

ふ
と
も

き
ゅ

る

よ
も
あ

ら

し
白
雪

の
千

と

せ

の

つ
ま

に
ふ
り

し

つ
も

れ
は

註
7

は
き
か

蹴
コ

こ
の

こ
ろ
も

ろ
と

も

に
あ

る
人

つ
と

め

て
の
き
は

の
け
し
き

な
む

い
と
あ

は
れ

な

る
…
…

な

ど

そ
れ
で

あ

る
が

、

こ

ゝ
に
見

る
如

く
そ

の
個
所

に
は

傍
注

が

つ
け
ら

れ

て
お
り

、
親
本

の
誤
り

の
ま

ゝ
を
忠

実

に
伝

え

て
い

る

こ
と

が
知

ら
れ

る
。

こ

の
場

合

に
も
似

閑
本

が
契

沖
本

の
ま

ゝ
を
伝

え

て
い

る

こ
と

は
言

う
ま
で

も

な

い
。

結

局
契
沖

本

は

い
く

ら
か

の
誤

り
を

含

ん
で
は

い
る

が

、

そ
れ

は
親

本

の
伝

え

た
誤
り

を

そ

の
ま

ゝ
伝

え

て

い
る
も

の
で

あ

り
、

他
本

に
比
し

て
誤

写
数

は
格

段

に
少

く
、
古

い
形

を

よ
く
伝

え

て

い
る
も

の
と
思
わ

れ

る
。

ま
た

似
閑

本

は
、

以
上
見

て
き

た

こ
と

に
よ

っ
て
確

か

に
契
沖

本

を
親

本

と
し

て
か

な
り
忠

実

に
書

写

せ
ん

と
心
が

け

、
臨

菓
・し

た
も

の
で

あ

ろ
う

こ
と
が
推

測
で

き

る

。
が

、
更

に
契

沖
と

似
閑

が
師

弟

関
係

に
あ

る

こ
と
か

ら
も

、
師
契

沖

自
筆

本

を
親

し
く

臨
華

し
た

で
あ

ろ

う

こ
と

は
容
易

に
首

肯
で

き

る

こ
と
で

あ

る
。

五

次

に
歌
数

の
上

か
ら
契

沖
本

と

同
系
統

と
推

定

さ

れ
る

写
字
台

文
庫

本

及
び

本

居
文

庫
本

に
目
を

転
ず

れ
ば

、

こ
の
両
者

は
行

数

、
字
詰

、
字

体

、

書

入

に
至

る
ま
で

全
く
驚

く

ほ
ど

に
酷

似
し

て

い
る
。

二
本

間
の
異
文
表

に
よ

る
と

、
両
者

の
異
文

数

は
六
十

九

(表

7
参

照

)
で

、
他

の
ど

の
本

と

の
関

係

よ
り
も

最
も

近

い
関
係

に
あ

る
。

又
、

更

に

二
本
共

通

異
文

数

六

十

(
表
2

参
照

)
、

と

い
う
密
接

さ

を

も

っ
て
い

る
。
し

か
し
、

こ
れ

程
親

近

性

が
強

い

に
も

か

ゝ
わ

ら

ず

こ
れ
を

直
接
的

な
親

子

、
も
し

く

は

兄

弟
関

係

と
見

な
す

に
は
柳

か
躇
躇

せ

ざ

る
を
得

な

い
い
く

つ
か

の
間

題

が
あ

る
。

そ

の

一
つ
は
、
両
者

の
異
文

六
十

九

の
中

に
は

、
写
字

台
文
庫

本

に

二
十

五

の
、
本
居

文
庫

本

に
五
十
「
の
独
自

異
文

を

含

ん
で

い
る

こ
と

で
あ

る

(表

1
参

照

)
。
勿
論

単

な

る
誤
写

関
係

と
み

ら
れ

る
も

の
も
多

い

の
で

は

あ

る
が

、

そ

の
中

に
は
次

に
例

示

す

る
如

き

、
単

な
る
誤

写

及

び
直

接
的

な
誤

写
と

は
考

え
難

い
も

の
を
も

含

ん
でて
い
る
か

ら
で

あ

る
。

写
字
台

文
庫

本

あ

く
か

れ

ぬ
ら
し

そ

の
文

に

た

も
と

は
野

へ
な

れ
や

さ

つ
き

山

思

へ
る

こ
と

よ
み

て
辻

本
居
文

庫
本

あ

く

か
れ

な
ま

し

そ

の
冬

我

身

は
野

な
れ

は
や

さ

つ
き
志

思

え
る

こ
と

の
と
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麗

ゆ
く

へ
も

夕
も

酩
コ

た

の

こ
ひ
の

は

こ
に
す

ゑ

て

た

の

こ
ひ

の

こ
も

す

ゑ
て

49
番

は
諸

本

「
我
身

は

野

へ
な
れ

や
」

で
あ

っ
て
、

「
た
も

と

は
野

へ
な

れ
や

」

の
写
字

台
文

庫
本

も

「
我
身

は

野
な

れ
は

や
」

の
本

居
文

庫
本

も

共

に
独
自

異
文
で

は
あ

る
が

、
特

に
写
字

台
文

庫
本

に
於

て

「
た

も
と

」

と
な

っ
た

過
程

に

つ
い
て
は

、

に
わ
か

に
は

説
明

が

つ
か
ず

、
単

な

る
誤

写
と

は
解

す

る

こ
と

が
で

き

な

い
。
又
其

他

の
例

に
於

て
も

、

お
そ
ら

く

直

接
的

な

誤
写

と
考

え

る

に
は
無

理

の
あ

る
も

の
ば

か

り
で

あ
り

、

い
つ

れ

に
し

て
も
同

一
親

本

を
転

写
し

た
も

の
で

な

い

こ
と

だ

け
は
言

え

る
で

あ

ろ

う
。

い
ま

一
つ
の
理
由

は
、
本

居
文

庫
本

に
は

「
朱

書

成
章

本
」

と

の
注

記
が
あ

り

、

55
番

の
詞
書

及
び

歌

に

『
朱

』

の
字

が
付

さ
れ

、
65
番

の
書

入

「
イ

ニ
ナ

シ
」

に
も

『
朱
』

と
記

さ

れ

て
い
る

。
是

を
も

っ
て

「

朱

書
成

章
本

」

と
注

記

さ
れ
た

所
以

で
あ

ろ

う
と

み
る

の
で

あ

る

が
、

同

一
親
本

を
転

写

し
た

と
す

れ
ば

、
当

然
写

字
台

文
庫

本

に
も

記
さ

れ

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
は

ず

の

こ
れ

ら

の
記
入

が
無

く
、

65
番

の
書

入

に

「

イ

ナ

シ
」

と

の
み
書

か

れ

て
い

る
の
で
あ

る
。
し

か
し

こ
れ
は

「
イ

ナ
シ

」
で

あ

っ
て
、

前
者

の

「
イ

ニ
ナ

シ
」

と
は

異
り

、
勅

撰
集

や
私

家
集

か

ら

の
書
入

、
校

合

の
跡

も
多

く
み

ら
れ

る

こ
の
本

の
こ
と
で

あ
り

、
且

つ

墨
と

朱
で

き

っ
ち

り
と
書

き

込
ま

れ

て

い
る
事
か

ら
み

て
も

、
お

そ
ら

く

は
成

章
本

の
そ
れ

と
は

関
係

な
く

独
自

に
書

入
れ

ら
れ

た
と

見

る
方

が
妥

当
で

あ

ろ
う

。
ま

た
集

付

に
も
若

干

の
相

異

が
あ

り
、

や

は
り
本

居
文
庫

本

は
、
直
接

或

は

間
接

に
朱
書

成

章
本

を
転

写
し

た
も

の
で

あ

る
の

に
対

し

て

、
写
字
台

文

庫
本

は
別

の
親

本
か

ら
転

写
さ

れ
た

と
見

な

け
れ
ば

な

ら

な

い
で

あ

ろ
う

。
以

上
、

兎

に
角
両
者

が
非

常

に
似

通

っ
て
は

い

る
も

の

ゝ
親

子
も

し
く

は
兄

弟
関
係

で

あ

る
と
は

断
言

で
き

な

い
理
由

を
あ

げ

て
来
た

が
、

両
者

に
共
通

す

る
事

と
し

て
次

の

一
点

が

あ

る
。

そ
れ
は

、

雌

番

の
歌
が

本
文
中

に
は
無

く

、
鵬

と

搦
の
間

の
余

白

に
詞
書

と
共

に

一

行

に
補

入
さ

れ

て

い
る

こ
と

で
あ

る

。
先

に
考

察
し

た

通
り

、
本
居

本

は

成

章
本

を
転

写
し

た
と

見
ら

れ

る
が
、

写
字

台

文
庫

本

は
別
途

を

た
ど

っ

た

と
見

ら
れ

る
事

か
ら

、

靱
番

の
補
入

さ

れ
た

の
は

、
少

く
と

も
成

章
本

以
前

と

考

え
る

の
が
妥

当
で

は
な

か

ろ
う
か

と

思
う

○
換

言
す

れ
ば

、

掴

番
歌

を
補

入

し
た
本

を
親

本

と
し

て
写
字

台

文
庫

本

と
他

一
本

が
転

写
さ

れ

た
が

、
他

一
本

に
は

55
番

が
落
ち

て
お
り

、

そ
れ

を
成

章
が
朱
で

補

い
、

更

に

そ
れ
を
親

本

と
し

て
書

写
さ

れ
た

も

の
が
本

居
文

庫

本
でて
あ

ろ
う
と

推
定

さ

れ

る
。
図

に
示

す
と

、

右

の
如

く

な
り
、

本
居

文
庫

本

は
現
存

本
中

最

末
流

に
位

置
す

る

こ
と

に

な
る

。

猶

、

こ
の
両
本

に
書

入

れ
ら
れ

て
い
る
校

合

校
異

文

の
中

に
は

、
本
稿

で

対
象

と
し

た
諸

本

の
本
文

と

異

っ
た
語

彙

が

若
干

み

ら
れ

る
。

こ
れ
は

他

に
も

い
く

つ
か

の
伝

本

の
存
在

し

て

い
た

こ
と
を

暗

示
す

る
も

の
で
あ

ろ
う

。

占
!、

 

次

に
問

題

に
な
る

の
は
続

群
書

類
従

本

で
あ

る
。

現
存

の
こ

の
本

に
は

一
丁

の
落

丁
が
あ

り
、

塒

番

の
歌

か
ら

蝦
番

歌

に
至

る
十

首
が
欠

け

て
い
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る
。

又
、
巻

末

の

四
首

は
御

所
本
か
8
群
書

類

従
本

の
流

布
本

系

に
は
入

っ

て
い

な

い
。

詞
書

か

ら
し

て
も

、
先
覚

の
研

究

に

あ
る

通
り
勅

撰
集

か
ら

の
補

入
と

み

る
の
が
妥

当
で

あ

ろ
う

。
し

か
し

、

四
首

の
中

、
㎜

番

鵬
番

の

二
首

は
、
契

沖

本

・
似

閑

本

・
写
字

台
文
庫

本

・
本

居
文
庫

本

の
各
本

に
も

書

写
さ

れ

て
い

る
と

こ
ろ
か

ら
、

こ
の
二
首

は
、

い
わ

ゆ

る
流

布
本

系

と

契
沖

本

・
似

閑
本

・
写

字
台
文

庫

本

・
本

居
文

庫

本

・
続

群
書

類
従

本
を

一
ま

と

め
と

す

る
系

統

と
が

分
れ

て
間

も
な

く

の
早

い
時

期

に
補
入

さ

れ
た
も

の
で

あ

ろ
う

と
思
わ

れ

る
。

そ
し

て
更

に
続
群

書
類

従

の
流

れ

に
於

て
重

ね

て
㎜

番
蹟

番

の

二
首

が
補

入
さ

れ
た

の
で

あ

ろ
う
。

こ

の
本

は

形
式

の
上

か
ら

み

れ
ば
、

ほ

ゞ
契

沖

本
と

同
様

に
書

き
進
め

ら

れ

て
い

る
。
文

字

に
は
非

常

に
強

い
癖
が

あ

る
。

そ

の
た
め

に
生
じ

た

誤

写
か

、
或

は
親

本
で

す
で

に
く
ず

れ
た
文

字

に
な

っ
て
い
た
も

の
を
忠

実

に
写

し
と

っ
た

為

に

一
そ
う
判

読

し
難

い
も

の
と

な

っ
た
も

の
か
、
虫

損

二

ヶ
所

の
形
を

も

写
し

と

っ
て

い
る
と

こ
ろ

か

ら
す

れ
ば

、
或

は
後
者

で
あ

ろ

う
か

と
も

思
わ

れ

る
が

、
書
き

癖

を
十
分

考
慮

に
入

れ

て
読

ん
でて

な

お
か

つ
判
読

し

難

い
文
字

が
ま

ゝ
あ

り

、
独
自

異
文

九
十

五
を

数

え
る

(
表

1
参

照

)
。
従

っ
て
そ

れ
ら

の
独
自

異
文

の
殆

ど

は
明
ら

か

に
誤
読

誤

写

に
よ

る
も

の
で

あ

っ
て
、

作
為

的

な
訂
正

と
認

め
ら

れ

る
も

の
は
皆

無

と
言

っ
て
よ

い
。

諸
本

と

の
異
文

数
か

ら
す

れ
ば

(表

7
参

照

)
、
契

沖

本

や
似
閑

本

に

は
比
較

的
近

く
、

他
と

は
隔

り

の
あ

る
よ
う

に
見

ら
れ

る
が

、

三
本
共

通
異

文
表
で

見

れ
ば

「
契

・似

・続

9
」

に
対

し

て

「
写

・
本

・
続

9

」
(表

3
参

照

)
と
同

数
でて
あ
り

、
遠

い
関

係
と

み
ら

れ
る

写
字
台

・
本

居

文
庫

本
と

も
部

分
的

に
は
か
な

り
強

い
結

び

つ
き

の
あ

る

こ
と

が
よ

み
と

れ
る

。

こ

の
こ
と
か

ら
も

、
近

い
上
位

本

に
於

て
、
こ
れ
ら

の
諸
本

が

や
は

り
流

れ
を

一
に
し

て

い
た
と
見

て
差

つ
か

え
な

か

ろ
う
。

七

御

所
本

は

14
番

16
番

の
歌

の
無

い
系
統

で
あ

る

。
し

か
し
異

文

数
か
ら

す

れ
ば

、

14
16
番

の
歌

を
含
む

契
沖

本

・
似
閑
本

に
近

い
関
係

を
示

し

て

い
る

(表

7
参

照

)
。

そ

こ
で
契

沖

本
と

御
所

本

の
二
本

を
比

較
検

討

し

て
み

る
と

、

ほ
ぼ
同
時

代

に
書

写

さ
れ

た

に
も
か

ゝ
わ

ら
ず

こ
の
二
本

の

形
式
、

字
体

、
歌

数
か

ら
み

て
直

接
的

な
関
係

の
無

い

こ
と

が
推
察

で
き

る
。
ま

た

御
所
本

に
は
集
付

の
記

入
が
最

も
少

く

、
新
勅

撰

、
続
古

今

、

玉
葉

、
続

千
載

、
続
後

拾

、
風
雅

、
新
拾

遺

、
新
後

拾

遺

の
各
集
付

は
付

け
ら

れ

て
い
な

い
。

お
そ
ら

く
集
付

の

つ
け
ら

れ

た
初
期

の
姿

を
留

め

て

い
る

の
で

あ

ろ
う

か
と

思
わ

れ
る

が
、

こ

の
本

の
集

付

に
は

二

ヶ
所

の
誤

り

が
あ

る
。

そ

の

一
つ
は
醜
番

、

や
す

ら
は

て
ね

な
ま
し

も

の
を
さ

よ
ふ

け

て
か

た

ふ
く
ま
で

の
月
を

み

し
か

な

か

の
有

名
な
赤

染

衛
門

の
歌
と

し

て
後
拾
遺

集

に
と
ら

れ

、
馬
内

侍
集

に

も

入

っ
て
い

て

一
つ
の
問

題

を
投
げ

か
け

て
い
る

こ
の

歌

に
、

「
後
拾

」

と
あ

る

べ
き

と

こ
ろ

「
後
撰

」

と
誤

ら
れ

て

い
る
。
も

う

一
つ
は
皿
番

の

歌

、梅
花

い
く
と

せ
春

を

へ
た

て

ゝ
か
む

か
し
わ

す

れ
ぬ
け

ふ

に
あ

ふ
ら

ん

に

「
秋
風

・
新

古

」
と

二

つ
の
集

付
が

あ

る
。
秋

風
集

に
は

「
巻
第

十
七

雑
歌

上

、
よ

み

人
し

ら
ず
ー

も

と
す
み

け

る
と

こ
ろ

に
帰
り

て
梅

の
花

の
さ
か

り
な

り
け

る
を
み

て
」
と

の
詞
書
で

確

か

に
入

っ
て
い
る
が

、
新

古
今

集

に
は
無

く

、

こ
れ
も

誤
り
で

あ

る
。

共

通
異

文
面

か
ら

見
る

と

群
書

類
従

本

と
は

二
本
共

通
異

文

二
十
七

を

持

ち
強

い
関
係

を
示

し

て
い
る

(
表
2
参

照

)
。
反

面
ま

た
遠

い
関

係
と
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み
ら

れ

る
本
居

、
写
字

台
文

庫
本

と

の
三
本
共

通
異

文
も

五

ヶ
所
有

り

(

表
3

参

照

)
、
契
沖

本
系

の
本
文

を

「
イ
本

」

と
し

て
扱

っ
て
い
る
点

も

あ

っ
て

、
御

所
本

の
系

統

は
祖

型

に
近

い
時

点
でて
早
く

分

れ
た
も

の
で

あ

ろ
う

こ
と

が
想

像
でて
き

る
。

八

 

最
後

に
群

書

類
従

本

に

つ
い
て
考
察

し

よ

う
。
歌

数

は

二
百

三
首

でて
あ

る
。
特

徴
と

し

て
は

、
集
付

が
全

く

な

い

こ
と

(刊

本

に
集

付

が
付

け
ら

れ

て
い
る

の
は
校

訂
者

の
所

為
でて
あ

ろ
う

か

)
、
村
井

敬
義

本

と

の
校

合

が

な
さ

れ

て

い
る
が
定

本
が

定
か

で

な

い

こ
と
が

あ
げ

ら

れ
る
。

歌
数

の

面

か
ら

す
れ

ば

、
14
番

雄
番

の
歌

が
欠

け

て

い
る
た

め
契
沖

本

や
続
群
書

類
従

本

系

と

は
異

り
、
御

所
本

と

同
系
で

あ

る
。
が

、
更

に
83
番

の
歌

84

番

の
詞
書

及

び
励

番

の
歌

欄
番

の
詞
書

を
欠

い
て

い
る
。
本

位

田
氏
も

言

わ

れ
る
如

く

、

こ
れ

は
誤
脱

と
見

る

よ
り
他

な
か

ろ
う

。

「
日
本

歴
史

」

四
十

三
年

三
月

号
で

塙
保

己

一
の
群
書

類

従
本

編
纂

態

度

の
窺

え
る

一
文

を
益

田
宗
氏

が
草

し

て
お

ら
れ

る

の
で

、
少

し

長

い
が

引

用
さ
せ

て
い
た

ゞ
く
。

当
時
と
し
て
は
そ
れ
でて

一
般
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
彼
は
、
底
本
を
校
す
る
に

他
の

一
本
を
以

っ
て
し
て
、
し
か
も
底
本
が
誤
り
で
対
校
本
が
正
し
い
と
考
え
た
場

合
、
遠
慮
な
く
底
本
の
本
文
を
対
校
本
の
本
文
に
摩
替
え
改
め
、
傍
に

「
イ
○
○
○

」
と
し
て
僅
か
に
底
本
の
本
文
を
残
す
の
で
あ
る
。
巻
末
に
、
流
布
の
木
版
本
で
、

底
本
を
校
訂
し
た
と
い
っ
て
い
て
も

「
イ
○
○
○
」
の
意
味
は
、
校
訂
に
使
用
し
た

一
本
を
指
す
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
群
書
類
従
の
本
文
は
、
系
統
上
で
は

折
衷
さ
れ
た
本
文
で
あ
り
、
そ
の
「
イ
○
○
○
」も
折
衷
さ
れ
た

一
本
な
の
で
あ
る
。

と
も
に
そ
れ
以
前
存
在
し
た

一
本
で
は
な
い
の
で
あ
る

(以
下
略
)
。

そ

こ
でて
馬
内

侍
集

に
於

て
も

村
井
敬

義

本
校
合

と

記
さ

れ

て
は

い
る
が

、

右

の
解

釈

に
よ

っ
て
何

ら
か

の
折
衷

本
で

あ

る
か
も

知
劃

な

い
と

見
な

け

れ
ば
な

ら

な

い
で
あ

ろ

う
○
し

か
し
敬

義

本
が

現
存

し

な

い
の
で

、
そ

れ

が
如

何

な
る
系

統

に
属
し

た
か

知

る
由

も

な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

本

文

は
、
異

文
数

の
示

す
と

こ
ろ
で

は

御
所

本
、

契
沖

本

に
近

い

(表

7
参

照

)
。
御

所
本

と

の
関
係
を

二
本

土
ハ
通
異
文

表

(表

2

)
で

見

る
と

、

二
十

七
個

所

の
土
ハ通
異

文
が

あ
り

、

そ

の
中

「
御

群

・
契
似

写

本
続

」

の

型

に
整

理
さ

れ

る
も

の
を
拾

っ
て
み

る
と

二
十

個
所

あ
る
。

そ

の
中

の

い

く

つ
か

に

よ

っ
て
例
を

示
し

て
み

よ
う
。

50

に

つ

(草
体
)

御

・
群

む

ね

の
思

ひ
は

ゆ
め

に
や
み

え
け
む

い

ひ

た
る

に

お

な

し

き

九

月

は

か

り

に

こ
さ

り

し

か

は

…

うう-

風

の

ふ

き

し

に

い
み
し

う
ふ

る
と

い
ひ
を

こ
せ
た

れ
は

わ

ひ
し

い

へ
は

い

つ
れ

の
さ
と

の

い

て
は
、
仮

名
書

の

「
み
」

契

・
似

・
写

・
本

・
続

む

ね

の
け
ふ

り
は

夢

に
や
見

え

け
ん

お
な

し
君

九
月

は
か

り

に

こ
さ
り

し

に
…
…

風

の
ふ
き

し
か

は

お

そ
ろ
し

く

ふ
り
た

る
と

い

ひ

た

れ

は

く

る
し

い
ひ

た
れ

は

い
か

な

る
さ
と

の

(草
体
)

の
脱
落

か

ら

の
誤
り

、

慨

は

「
い
可

那

る
…

…

い

つ
れ

の
」
等

の
誤
写

関
係
を

強

い

て
考

え
ら

れ

な
く

も
な

い

が

、
他

は
急

に
は
解
決

し
難

い
よ
う

に
思
わ

れ

る
。

つ
ま
り

、
御

所
本

・

群
書

類
従

本

の
グ

ル
ー
プ

と
他
方

の
グ

ル
ー
プ

に
か
な

り

は

っ
き

り

と
系
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統

を
分

っ
て
き

て
い
る

こ
と

を
示
し

て
い

る
。
し

か
し
契

沖

本
と

の
関
係

が

殆
ど

御
所

本
と

の
関
係

と
差

の
な

い

こ
と

か
ら

(表

7
参

照

〉
や
は

り

何

本

か
上

位

に
於

て
同

一
系

統

に
属

し
た

こ
と

を
察

す

る

こ
と
が
で

き
る
。

九

以
上
完

本

系

の
各
本

に

つ
い
て
系
統

を
考

察

し

て
来

た

が
、

一
応
簡

単

に
ま
と

あ

て
み

る
と

、
馬
内

侍
集

の
伝

本

は
、
六

本
共

通
異

文
表

(表

6

)

の
数

値
が

示

す
通

り
互

に
接

近
し

た
関

係

に
あ

り
、

同

一
祖

本
か

ら
出

た

も

の
で
あ

る
。

そ
し

て
そ

の
中
で

二

つ
の
系

統

に
分

れ
る
。

即
ち

一
方

は

14

16
番
を

持

つ
契
沖

本

・
似
閑

本

・
写

字
台
文

庫

本

・
本
居

文
庫
本

・
続

群
書
類

従

本

の
流

れ
で
あ

り

、
他
方

は

14

16
番

を
持

た

ぬ
御

所
本

・
群
書

類

従
本

の
流

れ
で

あ

る

と
言

う

こ
と
が
で

き

る
。

現
存

本

の
祖

型
を

考

え
る

に
当

っ
て
、

問
題

は

14
16

の
歌
が

、
も

と
も

と
家
集

中

に
無

か

っ
た
も

の
が
勅

撰

集
か

ら
補

入

さ
れ

た
と
見

る
か

、
或

ば

最
初

か

ら
家
集

中

に
あ

っ
た

も

の
が
流
布

本
系

で

脱
落

し
た

と
見

る
か

に
集

約

さ

れ

て
く

る

。
問

題

の
検

討

に
入

る
前

に
14

16
番

の
歌
を

紹
介

し

て
お

こ
う

。

馬
内
侍
集

(
契
沖
本

)

14

人

に
物

い
ひ
は
し
め
て

わ
す
れ

て
も
人
に
か
た
る
な
う
た

ね
の
ゆ
あ
み

て
後
も
な
か

ゝ
ら
し

よ

を16

し
た

の
は
か
ま

の
こ
し
に
結

ひ

勅
撰
集

(国
歌
大
観

)

新
古
今
集
恋

三

(
一
一
六

一
)

人
に
物

い
ひ
始
め

て

忘
れ
て
も
人
に
語

る
な
う
た

ゝ
ね

の
夢
み

て
後

も
長
か
ら
ぬ
夜
を

新
千
載
集
恋

一

(
一
〇

一
二
)

下
の
袴

の
腰
に
結

ひ

つ
け

て

て
謙
徳
公
の
も
と
に
つ
か
は
し
け

謙
徳
公
の
許

に
遺
し
け
る

一

る

人
し
れ
す
思
ふ

こ
ゝ
ろ
の
し
る
け
れ

人
知
れ
ず
思
ふ
心
の
し
る
け
れ
ば

一

は
ゆ
ふ
と
も
と
け
よ
君
か
下
ひ
も

ゆ
う
と
も
解
け
よ
君
が
下
ひ
も

誌

こ
の
点

に

つ
い

て
、
本

位

田
重
美

氏

は
14

16
補

入

の
立

場

に
立

っ
て
お

ら

れ

る
。

そ
し

て
、
氏

の
言
わ

れ

る

「
現
存

馬
内

侍
集

の
祖

本

の
型

は
、

註
11

流

布

本

に
別

の
歌

85

の

詞

書

、

卿

の

歌

、

樹
の

詞

書

を

補

っ
た

よ

う

な

も

の
で

あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る
…

」

に

相

当

す

る

現

存

本

は

、

御

所

本

そ

の

も

の

ゝ
形

でて
あ

る

。

し

か

し

補

入

と

見

ら

れ

る

理

由

と

し

て

は

、

氏

の

言

葉

を

引

用

す

れ

ば

彊十

四
、
十
⊥ハ
は
、
集

の
中
間
に
あ
る

の
で
、
流
布
本
系

の
脱
落
と
見

る
か

、
そ
れ
と

も
続
類
従
本

が
補

入
さ
れ
た
も

の
と
見

る
か
、
問

題
は
あ
る
が
、
十
六
は

や
は
り

「

け
り

」
を
用
い
て
あ
る
の
で
、
新
千
載
集

よ
り

の
補

入
と
見
た
方
が
当

っ
て
い
る
公

算
が
多

い
。
十

四
の
方

は
、

こ
の
よ
う
な
決
め
手
が

な
い

の
で

い
ず
れ
と
も
決
定

し

が
た

い
。
た

ゞ
集
中

の
勅
撰

入
集
歌

(続
詞
花
集

や
秋

風
和
歌
集

の
よ
う
な
私
撰
集

を
も
含
め

て
)
の
詞
書

を
勅
撰

集
の
も

の
と
比
較

す
る
と
、
勅
撰
集
で
は
す

べ
て
何

ら
か

の
手
が
加

え
ら

れ
て
お
り
、
十

四
の
よ
う

な
全

く
同
文

の
も

の
は
他

に
例
を
見

な
い
。
そ
れ
で

、

い
ち
お
う
十

四
も
勅
撰
集

か
ら
補
入
さ
れ
た
も

の
と
見
て
お
き

た

い
。

と

さ
れ

て

い
る
。
確

か

に
氏

も
懸

念
さ

れ

て

い
る
よ

う

に

一
般
的

に
い

っ

て
、

集

の
途
中

に
少
数

の
歌

が
補

入

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

に

は
疑

問

が
あ

る
。

そ
し

て
又
、

14
の
詞
書

は

「
人

に
物

い

ひ
は
し

め

て
」
と

い

う
だ

け

の
非

常

に
短

い
も

の
で
あ

る
。

そ
れ
故

に
そ
れ

以
上

詳
し

く
或

は
よ

り
具

体
的

に
な
る

よ
う
手

を
加

え
る

必
要

は
な

く
、

も
し

こ
の
ま

ゝ
勅

撰
集

に

と

ら
れ

た
と

し

て
も

む
し

ろ
自
然

で
あ

っ
て
是

非
を

論
ず

る
ま
で

も

な

い



よ
う

に
私

に

は
思
わ

れ

る
。
又

16

の

「
け
り
」

に

つ
い
て
、
本
位

田
氏

の

「
き

」
を

経
験

・
目
賭

回
想

、

「
け

り
」

を
非

経
験

・
伝

承
回
想

と

さ
れ

る
見
方
i

即
ち

従
来

の
こ

の
見

方

に
対

す

る
反
論

も
多

く
、

こ
の
場

合
口

も

「
け
り

」
を
非

体
験

と

み
る

こ
と

は
必
ず

し
も

妥

当
で

は
な

い
よ
う

に

藷

思

わ
れ

る

。

こ
れ

に

つ
い

て
は
、
春

日
和

男
先

生

の

「
あ

な
た
な

る
場
で

の
事
象

を

現
場

に
迎

え
取

る
姿
勢

を

示
す

の
が

「
け
り
」

の
本
義

で
あ

っ

て
、

そ
の
限

り

に
お

い

て
別
世

界

の
事
象

と
し

て
超
時

間
的

に
客

観
す

る

態

度

に
も

な
る
」

と

の
御
高

見

に
従

い
、
馬

内

侍
集

の
こ
の

「
け
り
」

も

「
別
世

界

の
事
象

と
し

て
超

時
間

的

に
客
観

す

る
態
度

に
も

な

る
」
と

い

う
立

場

か
ら

、
過

去
を

現
在

に
む

か

え
と
り

、

そ
れ

を
客
観

化
し

て
表

現

す

る
内

侍

の
態
度

そ

の
も

の

ゝ
表

れ

と
し

て

の

「
け

り
」

と
み

る
。

そ
れ

は
三
者
的
表
現
、
物
語
化
的
表
現
と
も
な
る
も
の
ー

と
解
す
る
方
が
妥

当
で

は

な
か

ろ
う

か
と

考

え

て
い
る
。

掬

、
抄

出
本

た

る
水

野
家

旧
蔵

本

に

つ
い

て
触

れ
な

け
れ
ば

な

ら
な

い

必
要

が
生

じ

た

よ
う
で

あ

る
。
水

野
家

旧
蔵

本

は
、
巻

子
本

で
字

体
が

古

く

「
私
家

集
伝

本
書

目

」

に
も

「摸

写

」
と

の
註

記
が

あ

る
と

こ
ろ
か
ら

、

そ

の
親

本

の
書

写

年
代

の
古

さ
が

想
像

さ

れ
る
。
前

に
も

ふ
れ
た
如

く

、

こ
れ

に
は

詞
書

も

な
く

、

五
十

五
首

の
歌

だ

け
が
抄

出
書

写

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
が
、

今

問
題

と
し

て
取

り
上
げ

て
い

る
14
16

の
歌
が

含
ま

れ

て

お
り

、
歌

順
も

完
本

系
諸

本

と
同

じ
順
序

を
保

っ
て

い
る
。
従

っ
て
系
統

的

に
は
完
本

系

と
祖

本

を
同
じ

く

す
る
抄

出
本

系

の

一
本

で
あ

る

と
考

え

ら

れ

る
。

そ

こ
で
も

う

一
度

14

16

の
歌

に
問
題
を

か

え
し

て
み

る
。

こ
の
二
首

の

う
ち

14

に
は

「
新

古

」
、

16

に
は

う
「
新
千

」

の
集
付

が

、
契
沖

本
、

似
閑

本

、
本

居
文

庫
本

及

び
続

群
書

類
従

本

の
各
本

に

つ
け

ら
れ

て
お
り

、
言

う
ま

で
も

な

く
勅
撰

集
入

集
歌

で
あ

る
。

が
、

問
題

は
16

の
入
集

し

て

い

る
新
千
載
集
の
成
立
ー

北
朝
、
後
光
厳
院
の
延
文
元
年
二
条
為
定
の
撰

に
よ
り
成
る
ー

と
、
そ
の
字
体
か
ら
相
当
古
さ
の
感
じ
ら
れ
る
水
野
家

旧
蔵

本

の
親
本

の
書

写
年
次

の

い
つ

れ
が

古

い
か

に
及
ば

ざ

る
を
え

な
い
。

何
故

な
ら
、

も
し
水

野

家

旧
蔵
本

の
親

本

の
書
写

年
次

の
方

が
古

い
と

な

れ
ば

、
14
16

の

二
首

は

、
元

よ
り
家

集
中

に
あ

っ
た

こ
と
が

ほ

ゞ
確

定
的

と

な

る

と
考
え

る
か

ら
で

あ

る
。

ζ

の
点

に

つ
い
て
、

こ
の
程
書

陵

部

の
橋
本

不
美

男

氏

よ
り
次

の
如
き

御

教
示

を
仰

ぐ

こ
と
が

でて
き

た
。

即

ち

○
水

野
家
摸

写
本

に

は
、
親
本

の
紙

の
大
き

さ
、

紙
継

ぎ

個
所
も

示
し

て

居

り
、

そ
れ

に
よ

る
と
六

紙

の
巻
子

本
で

、
紙

継
ぎ

個
所

に
歌

の
本

行

が
書

か

れ

て
い

る
の
でて
、
親
本

も
天

地

、
縦

に
墨

界

の
あ

っ
た
用
紙

を

六

紙

つ
な

い
だ
、

は
じ

め
か

ら

の
巻

子

本
で

あ

る

こ
と

が
判

る
。

○
親
本

を
忠

実

に
透

写
し

て

い
る
。
従

っ
て
親
本

の
字

体

で
大
概

時
代

判

定

し

て
も
良

い
と
思

う
。
親

本

の
書

写
年
次

は

、
下

限
は

平
安
末

、
鎌

倉

極
初

期

を
降

ら
な

い
と
推

定

し

て
よ

い
と
思

う
。

と

の
御

見
解
で

あ

る
。

こ
れ

に
よ

れ
ば

、
新
千

載
集

成
立

よ

り
も
早

い
平

安
末

な

い
し

は
鎌

倉
極
初

期

の
馬
内

侍
集

に
於

て
14
16

の
歌

は
確
か

に
家

集
中

に
存
在

し

て

い
た

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

そ
れ
故

、
お

そ
ら

く
祖
本

に
お

い
て
も

14

16

の
二
首

共

に
元

々
入

っ
て
い
た
も

の
で
あ

っ
て
、
補
入

さ

れ
た

も

の
で

は
な

い
と
言

う

こ
と
が
で

き

よ
う
。

十

以
上

考

え

て
来

た

諸
本

の
系
統

上

の
地
位

を
図

に
ま

と
め

て
み

よ
う

。
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続
群
書
類
従
本

二

丁
落
簡
首
)
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・
契
沖
本

似
閑
本

禾
書
成
章
本
ー

本
居
文
庫
本

踊

踊

完
本

X

:

由
所
本

写
字
台
文
唐
本

祖
本

抄
出
本

・

水
野
家
旧
蔵
本

群
書
類
従
本

一

村
井
敬
義
本

内
の
数
字
は
歌
数
を
示
す



こ
の
図

に
よ

っ
て
も

ほ
ぼ
明

ら
か

な
よ

う

に
、
結

局
私

の
考

察
し

て
き

た

範

囲

に
於

て
は
、
多

少

の
誤
字

を
含

ん
で

は

い
る

が
、
完

本

と
し

て
は

、

古

い
型

を
伝

え

て

い
る
も

の
と
し

て
契

沖
本

の
本

文
批

判
的

価
値

が
認

め

ら

れ

て
よ
か

ろ
う

と
思

う

。
従

っ
て
本

文

研
究

も
契
沖

本

に

よ

っ
て
な
さ

れ

て
然

る

べ
き
で

あ

ろ
う
と

考

え
る

の
で
あ

る
。

な

お
契
沖

本
を

、

平
安
末

も
し

く

は
鎌
倉

極

初
期

の
姿

を
部
分

的

な
が

ら

直
接

伝

え

て
い
る
水

野
家

旧
蔵

本

の
本
文

と

比
較

し

て
み

る
必
要

が
あ

ろ
う
か

と
思

う
。
次

に
示

す

の
は
、

そ

の
相

異

の
顕
著

な

も

の
で

あ

る
。

契
沖
本

詔
な
き
な
た

つ
袖
も
あ
り
し
を
き
り

　

す
草

つ
ゆ
け
し
と
何
か
鳴
ら

ん
銘
草
枕
た

ひ
ね
の
衣

か
は
か
す
は
夢

に
も

つ
け
ん
お
も
ひ
を

こ
せ
よ

72
い
か
な
れ
は
し
ら
ぬ
に
お
ふ
る
う

き

ぬ
な
は
く
る
し
や
心
人
し
れ
す

の
み

75
ね
さ
め
に
は
き

ゝ
も
し

つ
ら
ん
よ

も
す
か
ら
雨

の
こ
ゑ
に
は
を
と
り

や
は
す
る

水
野
家
旧
蔵
本

な
き
な
た

つ
そ
て
も
あ
り
し
を
き

り
　

す
く
さ

つ
ゆ
け
し
と
な

に

な
け
く
ら
む

く
さ
ま
く
ら
た
ひ
ね

の
こ
ゝ
う
か

は
ら
す
は
ゆ
め
に
も

つ
け
む
お
も

ひ
を

こ
せ
よ

い
か
な
れ
は
し
ら
ぬ
に
お
ふ
る
う

き
な
は
く
る
し
や
ひ
と
あ
人
し
れ

す
の
み

ね
さ
め
に
は
き

ゝ
も
し

つ
ら
む
あ

ヲ
ト
ニ
ハ

一二

め

ふ
れ
は
よ
も
す
か
ら
を
と
り
も

や
す
る

こ
う

し

て
み
る

と
、
完

本

の
中
で

は
古

い
姿

を
伝

え

て

い
る
と
み

ら
れ

る
契

沖
本

で

さ
え
も

、
水

野
家

旧
蔵

本

に
比

べ
て
は

こ
う
し

た
相
異

が
あ

り

、
水

野
家

旧
蔵
本
本
文

の
方
が

、

よ
り

元

の
姿

に
近

い
も

の
で

あ

る

こ

と
が

窺

え
る
。

か

ゝ
る
点

か
ら
も

、

よ
り

古

い
姿

を

見

、
本
文

研
究

の
上

に
何

ら
か

の
手

が

か
り
を

得

る
資
料

と
し

て
、
水

野
家

旧
蔵
本

を

も
参
考

と
す

べ
き

だ
と

思

う

の
で

あ

る
。

注1

「馬
内
侍
伝

」

(
「
わ
か
竹
」
大
臣

二
年
十

一
・
十

二
月
、

三
年

二
月
号

)

2

「馬
内
侍
集
覚
書

」

(
「
人
文
論
究
」
昭
和

三
十
五
年
六
月
号

〉

3

「馬
内
侍
1

そ
の
生
涯
を
中
心

に
ー

」

(「国
文
学

」昭
和

三
十

四
年

三
月

号
」

4

「馬
内
侍

伝
の

一
資

料
=

時
明
集

の
作
者

を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(
「文
学

・
語

学
」
十

三
号
)

5
図
書
寮
典
籍

解
題
に
は
桂
宮
本
と
あ

る
。

6
竜
谷
大
学

図
書
館
司
書
長
平
春
生
氏

よ
り
口
答

に
よ
り
御
教

示
を

碍
た
。

7

コ
…
詞
書

8
本
位

田
重
美
氏

「馬
内
侍
集
覚
書

」

9

・
10
右

同
論
文

P
21

11
本
位

田
氏
論
文
に
お

け
る
歌

の
番
号

は
、
続
群
書
類
従

の
刊
本

の
歌
に
番
号
を

つ

け
た
も

の
で
あ

る
が
、
連
歌
上
下
を
も

っ
て
二
首

と
数
え

て
い
る
た
め
、
本
稿
に

用

い
た
歌
番

号
と
は
ず
れ
を
生
じ

て
い
る
。

12
本
位

田
氏
前
掲

論
文

13

「助
動
詞

「
け
り
」

の
二
面
性
』

(
「言

語
と
文
芸
」

二
十

四
号

)

14
橋
本
不
美

男
氏

よ
り
今
井
源
衛
先
生

へ
の
私

信
に
よ
る
御
教
示
。

〈付
記
〉

本
稿
は

、
去

る
五
月

二
十
六

日
、
九

州
大
学

国
文
学
会

に
於

て
発
表

し
た
草
稿

に
加
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
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